


















































































































































































例えば， 12を（6と6）や（3と9), ( 5と
7）のように数を分解して，（6×4)+(6×4)







f既習の九九（5, 2, 3, 4の段）を使うこと
ができないか。」と問いかけ，かけられる数の6を
(3と3）や（2と4）に分けて，（3×4)+ (3 

















































































































































































?????? ? ? ? ?? ? ? ?






















( 2）向上， p62, 64. 
( 3）同上， W附，niH.go. jp/p丸、housakekhnhoukoku/indt'X. html 
(4）中央教育審議会「幼稚困、小学校、中学校、高等学校且び特別支援学校の学習















































2 4 + 2 4 = 4 .8 4 8こ
（しき） 6×8=48 4立i
（考え②） 1 2を（3と9）に分ける












曜野建暴題懇＠ （しき） 8×6=48 48こ
（考え⑤） 4 8を6のまとまりに分ける
（しき） 6×8=48 i立i







4 本時のまとめ I4 ( 1)板書を基に本時の学習を振り返る活動を取り入れることで，習った
をする。 ｜ 九九が使えるように被乗数を分解すると九九の表にないかけ算でも
計算することができたことを振り返りやすくする。
( 2）花丸カードを貼る活動を設定することで，自分の言葉で振り返りを
書きやすくする。
まとめ かけ算のきまりを使えば，九九の表になし、かけ算でも計算することができる。
9.実際の板書
（令和元年9月30日受理）
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